
１４．道路交通の円滑化、安全性・快適性の向上を図る市町村道整備

平成24年度　～　平成28年度　（5年間）

・市町村道の改良率向上（幅員５．５ｍ以上の改良率の１％増加）

（H28末）
・改良率の増＝幅員５．５ｍ以上の改良率（Ｈ２８）－幅員５．５ｍ以上の改良率（Ｈ２４）

1.0%

事　後　評　価　

○事後評価の実施体制、実施時期

平成３１年３月

交付対象団体のホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

計画の目標

社会資本総合整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象

重点計画の該当

遠賀町、久山町、宮若市、広川町、行橋市、糸田町、宗像市、春日市、小郡市、上毛町、須恵町、大川市、大刀洗町、
大牟田市、大野城市、筑後市、筑紫野市、筑前町、中間市、朝倉市、直方市、那珂川町、粕屋町、八女市、飯塚市、福
智町、豊前市、柳川市、水巻町、田川市、苅田町、赤村、香春町、新宮町、添田町

当初現況値 中間目標値

平成28年10月11日

これまで市民生活を支えてきた生活道路は、交通量の増加や車両の大型化等により、自動車交通・歩行者等の安全性が損なわれている。これらの問題を解決するため、道路改良を実施することにより、市民の安全安心かつ快適な交通
環境を確保し、生活環境の向上を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

最終目標値
（H24当初） ・（九州周防灘地域定住自立圏共生ビジョ

ン）に基づき実施される要素事業：A-25
・（久留米広域連携中枢都市圏ビジョン）に
基づき実施される要素事業：A-6,14,126,152
・（八女市定住自立圏共生ビジョン）に基づ
き実施される要素事業：A-41,147,157
・（第2次有明圏域定住自立圏共生ビジョ
ン）に基づき実施される要素事業：A-
11,13,133
・（北九州都市圏域連携中枢都市圏ビジョ
ン）に基づき実施される要素事業：A-
21,29,32,51,55,57,131,137,144,145,146
148,150,156,158,159,160

（H26末）

0.0%

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

0百万円 Ｃ Ｄ
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

効果促進事業費の割合
0百万円12百万円Ｂ全体事業費 0.0%

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 17,202百万円 Ａ 17,190百万円

0.5%



Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

14-A11 道路 一般 柳川市 直接 814

14-A12 道路 一般 柳川市 直接 113

14-A13 道路 一般 柳川市 直接 305

14-A133 道路 一般 柳川市 直接 現道拡幅　L=1.27km 305

柳川市

柳川市

柳川市

柳川市
バイパス L=0.73km

（１）栄吉富町線・柳川市工区

（他）大橋九反坪線・柳川市工区

（１）高橋中牟田線・柳川市工区
柳川市 （１）大浜町橋本町線・柳川市工区

柳川市 現道拡幅 L=0.26km
柳川市 現道拡幅 L=0.25km

事業者 要素となる事業名 市町村名
全体事業費
（百万円）

柳川市

交付対象事業



合計 17,190

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

14-C1 施設整備 一般 上毛町 直接 12

合計 12

番号 備考

14-C1

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

番号 備考

公共サイン整備事業 上毛町

地域の公共・公益施設、地場産業施設へのアクセス情報の提供を行うことにより、道路利用者の利便性を向上させ、交通の円滑化を図る。

上毛町 自動車系誘導サイン整備

一体的に実施することにより期待される効果

事業者 要素となる事業名
事業内容

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

市町村名
港湾・地区名

市町村名

番号 事業者 要素となる事業名

番号

全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名

事業内容



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・生活道路の改良を実施することにより、自転車交通・歩行者等の安全な通行が確保され、市民の安全安心かつ快適な交通環境を確保することができた。
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 1% ・道路施設の適確な老朽化対策の推進のため、維持修繕に関する事業を重点的に対応したため
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 ・他団体と事業期間調整により後年度の着手となったため。

に差が出た要因 ・計画策定後に、優先順位の高い路線を対応したため、当初計画路線に対し未整備の路線が生じた。
最終実績値 0.5%

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・新たな社会資本総合整備計画「道路交通の円滑化、安全性・快適性の向上を図る市町村道整備」により、引き続き事業を実施している。

指標①（幅員
5.5m以上の改良
率の増）



社会資本総合整備計画　参考図面
計画の名称 １４．道路交通の円滑化、安全性・快適性の向上を図る市町村道整備

計画の期間 平成２４年度～平成２８年度　（５年間） 交付対象

遠賀町、久山町、宮若市、広川町、行橋市、糸田町、宗像市、春日市、小郡市、上毛町、須恵
町、大川市、大刀洗町、大牟田市、大野城市、筑後市、筑紫野市、筑前町、中間市、朝倉市、
直方市、那珂川町、粕屋町、八女市、飯塚市、福智町、豊前市、柳川市、水巻町、田川市、苅
田町、赤村、香春町、新宮町、添田町

（参考様式３）

対象地域

（福岡県全域）

糸島市

●14-C1

凡例

●基幹事業（道路）

●関連社会資本整備事業

●効果促進事業

●14-A3

●14-A56,57,137,158,160

●14-A20～22,122,143～145,150,159

●14-A84,149

●14-A63,64

●14-A28,29,32,146,156

14-A59●

14-A5～8,126●

14-A74●

●14-A1,2,138

●14-A27

14-A14,152●

●14-A9

●14-A10

14-A42,43,46,48,123●

14-A75～77,127,128,141,142●

●14-A70～73,124
●14-A40

●14-A34,35,37,125

●14-A51,53～55,129

14-A80～83,134,155●

●14-A17～19,115

●14-A4

●14-A41,147,157

●14-A66,67,135

●14-A60,61,140

●14-A23,25,26

14-A11～13,133●

●14-A112,132

●14-A121,130

●14-A131

●14-A136.139

●14-A148

●14-A151

●14-A153,154


